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　4．人血清に対するGlyco’Algin及びAlginの分解
作用：　A液（Glyco－Algin　O．1　cc，　I　M．クェン酸ソーダ
025cc，　l　M．塩化ナトリウムO．25　ce，入血清1．O　ccを作用
させた聴の混液）の比粘度をAとし，B液（A液の代り
に．Alginを同量入れた混液）の比籾隻をBとする（Pt　9
表，第9図参照1。
　　　　　　　第9表比粘度の変化
Algi11を同量入れた混液）の比粘度をBとする（第10表，
第10図参照）。
　　　　　　　第10表比粘度の変化
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Cet
　5．人血清加Hyaluronidaseに対するGlyco’Algin
及びAlginに朗する分解作用：　A液（入血清LO　cc，
Hyhluronidase　O．5　cc，　I　M．クエン酸ソーダ025　cc，1M．
塩化ナトリウムO，25’モモﾉGly・・一Algin・O．1・ecを作用させ
たll尋の混液：》σ）比粘度をAとし，　B液‘A液の代りに
第11表
各溶液の條件
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グリ・アルにピアルロニダーゼ
と血清を作用きせた博
アルギンにピアルロニダーゼを
作用させた時
アルギンに血消を作fHさせた時
アルギンにビアルm＝ダーゼと
血清を作用きせた時
　比粘度
（10分力口を温そ受）
1．10
1．OS
laO4
1．12
　　　　　　　　総括・考按
　著．蹄ぽHyaluronidaseのUron酸分解酵素であ
ることに：蒲想し，さらにUron酸よりなるAlgin
酸を分解する作川に考えV・ブこり，上記の種々の実
駿よりはたしてAlgin酸を分解し，その溶液の比
粘度を平明に低下する專実，ことに恒温加温の時
間的経過によって…1定時川までに比粘度を低下さ
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第12表
各溶液の條件
血清にグリ・アル少量を作川さ
せた醇
血清にビアルロニダ←ゼとグリ
・アル少量を作川させた蒔
血清にアルギン少量を作川きせ
た時
血清にビアルロニダーゼとアル
ギン少量を作用させた時
1恒温加温，
30分後の
比粘度
1．60
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せ・る作用を：証明できた。今この実験成績を人血清
のAlgin．yびGlyco－Alginに対する比粘度の変
化を比較楡討ナると第11表．，第11図のごとくま
た．恒温加温したものば第ユ2表，第12図のごとく
なる。
　即ち人抽．清＝中にHyaluronidase類似作川をもつ
物質の存在を認め，これがGlyco－Alginの生休内
伺化作川をたすける酵素的作川をもつと思われる。
またGlyco－AlginがA工gillに比して僅かながら
分解され易く，ことに人揃L清によって前者が後者
に比し著明にその溶液の比粘度を低下することぽ
補液の意味にお・V・て，有1意義なことであると思う。
特に手術侵襲のごとき生体内同化作JIJの自転せる
朕態においては補液としての利点を有するもので．
ある。
????》）　ら
　　　了　，』
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第12図
結 論
　1．　HyaluronidaseはGlyco－Algin及びAlgin
を分解し，著明をこ比粘度を低’ドするが，　Glyco－
AlginはAJginに比してより分解され易い性質
をイ∫’する。
　2，人湘．清1一｝1にも　Hyal　uronidase　のごとき
Glyco－Algin及びAlginの比粘度を低一Fする物
質があり，　しかもGlyco一，AlginぽAlginに」：ヒし
人㎞．清によって．著明にその比粘度が低下すること
を：証明しノご。
　　　　　　　　　　　　　　　　（lli，｛　＊n　29、2．2受付）
Summary
　　1）　Hyalt／L：conidase　disintegrates　Glyco－Algin　and　Algin　and　distinctly　reduces　their
viscosities．
　　Glyco－Algin　is　disi’ntegrated　more　readily　than　Algin．
　　2）　lt　has　been　determined　as　a　result　of　a　series　of　experiments　that　human　serum
contains　a　substaiice　which　reduces　the　viscosity　of　Glyco－Algin　and　Algin　in　the　sarr］e
manner　as　hyaluronidase．　lt　was　noted　that　the　viscosity　of　Glyco－Algin　was　reduced
distinctly　as　compared　to　Algin．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （Reeeived　Feb，　2，　1954）
